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1　はじめに

　宮城県の令和５年産大豆の作付面積は 11,700ha で、

北海道に次ぐ全国第２位の大豆産地である。現在、難

防除雑草の帰化アサガオ類の発生が県内各地で問題と

なっており、生産者は対応に苦慮している。帰化アサ

ガオ類はつる性植物で、つるが大豆に絡みついて、機

械作業に支障を及ぼし、大豆生育を阻害するなど減

収の要因となっている。帰化アサガオ類種子は硬実で、

水田に転換された土壌中でも休眠して複数年の間、生

存するという特徴がある。また帰化アサガオ類はその

休眠の特徴により５）発芽が不斉一で土壌処理型除草

剤の効果が低く、複数回の防除が必要１）で防除が難

しい。

　難防除雑草は土壌処理型除草剤の効果が切れてから

発生した個体が大豆作に影響を与えるため、帰化アサ

ガオ類の初期の防除には、土壌処理の補完技術が必要

である。そこでトリフルラリン乳剤の大豆播種前の全

面土壌混和に注目した。トリフルラリン乳剤は、有効

成分であるトリフルラリンの蒸気圧が高く、ガス化し

易い特性を有しており、全面土壌混和によって土壌中

に拡散され、一般の土壌処理より深い範囲への防除効

果が期待される。そのため、トリフルラリン乳剤の全

面土壌混和による帰化アサガオ類の防除が検討されて

いる２）３）４）。

　宮城県の大豆栽培初期の帰化アサガオ類に対する防

除効果を高めることを目的に、トリフルラリン乳剤の

大豆播種前土壌混和と土壌処理型除草剤を組み合わせ

た防除体系による帰化アサガオ類の防除効果について

検討した。

2　試験方法

　宮城県古川農業試験場内の圃場で 2022 年と 2023

年の 2 か年試験を行った。トリフルラリン乳剤

（300mL/10a）を大豆播種当日に混和した「混和区」、

混和しない「対照区」を設けた。大豆播種は株間

20cm 畦間 75cm で 2 粒 / 株の平畝播種とした。大豆品

種は「タンレイ」、「ミヤギシロメ」、「すずみのり」を

供試した。本県で発生が確認されている帰化アサガオ

類のうちのマメアサガオとアメリカアサガオを供試し

た。

　（1）2022 年試験

　当該防除体系は慣行防除の土壌処理型除草剤との組

み合せを前提としており、両区とも大豆播種後に土壌
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処理としてアラクロール・リニュロン乳剤（500mL/10a）

を散布した。大豆播種は 6月１日に行い、帰化アサガ

オ類は 6月 4日に硬実打破処置を行い、6月 5日に 10

㎝の播種深で 20 粒播種した。6 月 9 日、13 日、15 日、

17 日、20 日、24 日、29 日、30 日に出芽率と葉齢進

展を調査した。

　（2）2023 年試験

　大豆播種は 6 月 14 日に行い、帰化アサガオ類は６

月 22 日に硬実打破処理を行った種子を 10 ㎝の播種深

で 10 粒播種した。大豆播種後に両区とも土壌処理と

してフルミオキサジン水和剤（10g/10a）を散布した。

7 月 21 日に抜き取りを行い、乾物重を計測した。統

計解析には Welch の t 検定を用いた。

3　試験結果及び考察

　2022 年試験では帰化アサガオ類の出芽率は、アメ

リカアサガオで 6 月 20 日と 25 日調査で混和区 57%、

対照区 67% と混和区が低かったが、その後 6 月 30 日

には混和区と対照区の出芽率は同等となった。マメ

アサガオでは出芽率が、混和区で対照区よりも低く、

6 月 30 日で混和区 5%、対照区 19% であった（図１）。

また葉齢の進展は混和区では帰化アサガオ類の葉数展

開も抑制された。6 月 30 日でアメリカアサガオが混

和区 2.4 葉、対照区 3.6 葉、マメアサガオが混和区 1.0

葉、対照区 2.8 葉であった（図２）。

　2023 年試験での残草乾物重調査結果は、アメリカ

アサガオでは、混和区 2.4g/ ㎡、対照区 7.4g/ ㎡で、

対照区に対し混和区で少ない傾向にあった。またマメ

アサガオでは、混和区 0.0g/ ㎡、対照区 8.2g/ ㎡で、

対照区に対し混和区で有意に少なかった（図３）。両

年とも大豆供試品種で出芽や子葉・初生葉・本葉の展

開時期等の初期生育への影響は確認されず、株や葉の

萎凋・脱色・奇形等の異常も確認されなかった。

4　まとめ

　本研究では、難防除雑草の帰化アサガオ類への効果

的な防除体系を調べるため、大豆播種前にトリフルラ

リン乳剤の大豆播種前全面土壌混和と慣行の土壌処理

型除草剤を組み合わせた試験を行った。その結果、対

照区と比較して、帰化アサガオ類の生育は混和区で緩

慢となり、帰化アサガオ類の残草乾物重は混和区で少

なくなった。なお、いずれの区においても、大豆供試

品種への薬害は確認されず、実用性は高いと考えられた。
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図１ 処理区別帰化アサガオ類の出芽率の推移（左：アメリカアサガオ、右：マメアサガオ）

図２ 処理区別帰化アサガオ類の葉数の経過（左：アメリカアサガオ、右：マメアサガオ）

エラーバーは標準誤差（n=3）、＊：p<0.05 。
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エラーバーは標準誤差（n=3）、＊：p<0.05 。
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